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の濁り値、スリット開閉のタイミングは、静水時の濁
り+0.005g/㎤程度と考えられ、開閉をコントロールす
る目安（基準）に関する知見を得たが、2ケースのみ
の検証であることや密度計の測定誤差の問題もあり、
検証データを増加させていく必要がある。

6．実験結果のまとめ

（1）高土圧下における開閉装置の動作確認
Case-1では、スリット開閉は天井クレーンを使用し、

目張除去および内管を引上げることで行った。現地適
用の際は、桟橋建設と動力の使用が必要となる。引き
上げは1.8m厚の高土圧下でも問題なく行えた。土砂
吸引後は、内管の引き下げも可能であることをCase-2
にて確認した。

また連続離散型スリットの一箇所当たりのスリット
長は、吸引流速を確保するため、30cm程度が望ましい。

（2）開閉のタイミング
Case-1、Case-2の実験結果より、静水時の濁り（初

期密度）の値に多少なりとも左右されるようではある
が、本実験の目的である密度計モニタリングによるス
リット開閉および吸引終了のコントロールは可能であ
ることが実証できた。

（3）今後の課題
今後の検討課題としては、大きく以下の2つが考え

られる。
①高土圧下における開閉装置の動作に関する検討事項

・ 目張をすべてスリット化した場合の吸引管の製作
と動作確認

②スリット開閉タイミングの検証に関する検討事項
・�密度計モニタリングに関するさらなるデータ蓄積
・ 密度計にノイズが発生した場合に備え、他の計測

モニタリングによるスリット開閉タイミングの検証
・�計測モニタリングに基づいた開閉の自動化に関す

る検討

7．おわりに

ダムの持つ自然エネルギーを利用した水圧差土砂吸
引システムを実用化するため、これまでMHS工法の
提案から実証試験、VMHS工法への改良という経緯
において、多数の実験を重ねてきた。そのなかで最大
の問題でもあった、吸引孔周部に発生するアーチアク
ションによる排砂障害を回避するための適用可能な土

質性状の把握や吸引孔形状の良否等に対する多くの知
見を得てきた。

本年度実験においては吸引口開閉装置の吸引動作能
力確認を中規模室内試験にて実施し、実ダム土砂によ
る実土厚下での土砂吸引が可能なプロトモデルを得る
までに至った。また排砂（吸引）コントロールのため
の密度計モニタリングによるスリット開閉タイミング
の目安となる基準も得ることができた。

VMHS工法を有効な堆砂対策の一つとして実用化
させるための以降課題としては、ハード面として吸引
口開閉装置の自動制御化機構を開発する必要があり、
排砂コントロールのための明確な基準値を得るために
も検証を重ね、多数のデータを得る必要がある。また
土砂吸引状態を安定させるために、吸引口周辺土砂を
浸水（連鎖）崩壊させるウォータージェット等の補助
装置の検討も必要となる。ソフト面としては、吸引シ
ステム設置箇所にどのような手法で適用可能な性状の
土砂を堆積させるか、また流木をはじめとする塵芥の
障害物対策等も含めたダム貯水池全体設備の運用計画
立案が必要となってくる。

元来、水圧差土砂吸引システムの共同研究に着手し
た背景としては、それまでのダム堆積土砂の排除方法
が、港湾等で用いられるポンプ浚渫船やグラブ浚渫船
による浚渫工法により排除された土砂を近くの山間部
谷間に盛土するか、湖内移送して貯水池内の死水域へ
の投入処理を多く行ってきており、このことに対し環
境問題を含めて土砂処分方法を模索していたこと。ま
た平成10年に河川審議会（当時）より発表された報告

「流砂系の総合的な土砂管理に向けて」に基づき、ダ
ムおよび河川で土砂の下流還元試験や、環境影響調査
の実施による堆積土砂排除に向けた検討が各地で進め
られていたことにある2）。

これらを総合的に鑑み、今後の中長期的な検討方針
として、土砂排出方法としてのVMHS工法も含め、ダ
ム貯水池の堆積土砂を採取、輸送、処分する土砂搬出
システムの構築を目指し、ダム貯水池への適用性に関
して検討を進めていく所存である。

最後に本報告書は、共同研究者である（一社）ダム
水源地土砂対策技術研究会の多大な御協力により、成
果をとりまとめることができた。ここに至る経緯に謝
意を表し、今後も引続きの御協力をお願い申しあげる。
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